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ま
た
誘
拐
事

件
が
起
こ
っ

た
。
大
阪
の
小

学
６
年
生
の
女

児
を
誘
拐
し
た
と
し
て
栃
木

県
の
35
歳
の
男
が
逮
捕
さ
れ

た
。
痛
ま
し
い
事
件
だ
。

　

容
疑
者
は
派
遣
社
員
で
、

中
学
時
代
は
模
範
生
だ
っ
た

と
い
う
。
定
職
に
就
い
て
い

な
い
が
、
根
は
ま
じ
め
で
大

人
し
い
―
―
。
近
頃
の
犯
罪

者
に
み
ら
れ
る
傾
向
の
よ
う

に
も
思
え
る
。

　

こ
の
特
徴
の
若
者
が
患
者

に
増
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん

犯
罪
を
起
こ
す
人
は
皆
無

だ
。
あ
る
男
性
は
給
与
の
話

を
す
る
と
女
性
に
絶
句
さ
れ

る
と
言
い
、
結
婚
は
望
む
べ

く
も
な
い
と
肩
を
落
と
す
。

　

最
近
、
近
所
の
ケ
ー
キ
店

が
廃
業
し
た
。
手
み
や
げ
と

し
て
手
頃
な
「
高
級
食
パ

ン
」
に
客
が
流
れ
た
と
聞

く
。
節
約
志
向
の
高
ま
り
は

低
賃
金
と
無
縁
で
は
な
い
。

い
ま
や
非
正
規
社
員
数
は
労

働
者
の
４
割
。
消
費
者
の
自

己
防
衛
は
ど
ん
ど
ん
進
む
。

　

子
ど
も
を
産
め
、
物
を
買

え
と
迫
る
政
治
家
に
言
い
た

い
。
ま
と
も
に
生
活
で
き
る

給
与
を
保
障
す
る
政
策
を
考

え
よ
、
と
。
人
生
に
絶
望
し
、

追
い
詰
め
ら
れ
る
若
者
を
一

人
で
も
減
ら
す
た
め
に
。

 

（
Ｔ
）

上から、長尾秀樹議員・村上
史好議員（立憲）。大門実紀史
議員・山下芳生議員・清水忠
史議員（共産）

医療経済
実態調査

患
者
の
願
い 

国
会
へ

「
保
険
で
良
い
歯
科
」
署
名　

23
万
６
６
８
３
筆
を
提
出

　

歯
科
の
保
険
範
囲
を
拡
充
し
、
歯
科
医
療
の
充
実
を
―
―
。
歯
科
医
療
関
係
者
や
患
者

ら
で
つ
く
る
「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
」
全
国
連
絡
会
は
11
月
28
日
、「
保
険
で
よ
り

良
い
歯
科
医
療
を
求
め
る
請
願
署
名
」
の
提
出
集
会
を
国
会
議
員
会
館
で
開
き
、
全
国
か

ら
集
約
し
た
同
署
名
23
万
６
６
８
３
筆
（
大
阪
集
約
分
２
万
７
０
０
０
筆
）
を
提
出
し
た

こ
と
を
報
告
し
た
。
診
療
報
酬
改
定
が
迫
る
な
か
、
歯
科
医
療
の
改
善
を
強
く
訴
え
た
。

　

集
会
に
は
全
国
か
ら
歯
科

関
係
者
３
２
０
人
が
詰
め
か

け
た
。
大
阪
連
絡
会
か
ら
戸

　

署
名
に
ご
協
力
く
だ
さ

り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
会
員
・
患
者
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
署
名
の
一
つ
ひ
と

つ
に
国
民
の
強
い
願
い
を
感

じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

同
署
名
は
診
療
報
酬
改
定

へ
向
け
て
２
年
ご
と
に
取
り

組
み
、
国
会
へ
提
出
し
て
い

ま
す
。
こ
の
間
の
国
会
議
員

要
請
で
は
、
私
た
ち
の
声
に

耳
を
傾
け
、
歯
科
医
療
の
重

要
性
を
共
有
す
る
議
員
が
年

々
増
え
て
い
ま
す
。
署
名
の

力
を
実
感
し
ま
す
。

　

近
年
の
診
療
報
酬
改
定
で

歯
科
の
技
術
料
は
わ
ず
か
な

が
ら
プ
ラ
ス
と
な
り
ま
し
た

が
、
危
機
的
状
況
を
脱
す
る

に
は
不
十
分
で
す
。
協
会
は

署
名
を
力
に
歯
科
医
療
の
抜

本
改
善
へ
全
力
を
尽
く
し
ま

す
。
引
き
続
き
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
３
月
以
前
に
か
強
診
・
歯
援
診
を
届
け
出
た

医
院
は
、
２
０
１
８
年
４
月
以
降
に
要
件
を
満
た
し
、
２
０

２
０
年
３
月
末
ま
で
に
届
出
し
な
け
れ
ば
、
２
０
２
０
年
４

月
か
ら
か
強
診
・
歯
援
診
に
か
か
わ
る
点
数
が
算
定
で
き
な

く
な
る
。
協
会
は
18
年
改
定
の
要
件
を
満
た
す
会
員
限
定
の

研
修
会
を
経
過
措
置
終
了
前
の
２
月
に
開
く
。

◇

歯
初
診
・
外
来
環
・
歯
援
診
・
か
強
診
の
施
設
基
準
に
係
る

研
修
会
／
２
月
16
日
（
日
）
午
後
２
時
30
分
〜
６
時
／
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
／
会
費
５
千
円
／
申
込
・
事
務
局
ま
で

井
逸
美
副
理
事
長
、
小
山
栄

三
理
事
・
相
談
役
を
は
じ

め
、
歯
科
衛
生
士
、
歯
科
技

金
・
長
時
間
労
働
の
技
工
士

の
実
態
を
報
告
。
な
り
手
不

足
に
つ
い
て
、「
こ
の
ま
ま

で
は
国
内
で
技
工
物
が
完
結

で
き
な
く
な
る
」
と
問
題
提

起
し
た
。

　

与
野
党
の
国
会
議
員
22
人

が
駆
け
付
け
、
積
み
上
げ
ら

れ
た
署
名
を
前
に
次
々
と
歯

科
医
療
へ
の
思
い
を
発
言
。

患
者
の
願
い
を
受
け
止
め
、

歯
科
医
療
の
充
実
へ
力
を
尽

く
す
決
意
を
表
明
し
た
。

　

大
阪
連
絡
会
は
同
日
、
議

員
会
館
で
地
元
選
出
議
員
を

訪
問
し
、
①
窓
口
負
担
割
合

引
き
下
げ
②
歯
科
の
保
険
適

用
拡
大
③
歯
科
技
工
士
の
処

遇
改
善
④
歯
科
衛
生
士
が
活

躍
で
き
る
施
策
の
構
築
⑤
診

療
報
酬
の
引
き
上
げ
―
―
な

ど
を
要
請
。「
保
険
で
良
い

歯
科
」
署
名
を
持
参
し
、
立

憲
・
共
産
の
６
議
員
が
紹
介

議
員
を
快
諾
し
た
。

　

懇
談
に
応
じ
た
長
尾
秀
樹

氏
（
衆
・
立
憲
）
は
、
要
請

メ
ン
バ
ー
か
ら
の
「
国
民
の

命
や
健
康
を
守
る
施
策
に
舵

を
切
ら
な
く
て
は
な
ら
な

い
」
と
の
訴
え
に
賛
同
し
、

新
た
に
署
名
の
紹
介
議
員
を

引
き
受
け
た
。
山
下
芳
生
氏

（
参
・
共
産
）
は
、「
口
腔

工
士
ら
13
人
が
参
加
し
た
。

大
阪
連
絡
会
の
西
川
勝
美
歯

科
技
工
士
が
発
言
し
、
低
賃

改定情報と疑義解釈
４面に詳報

診療報酬

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

金
パ
ラ
価
格
の
高
騰
や
院

内
感
染
対
策
へ
の
対
応
、
消

費
税
増
税
と
働
き
方
改
革
等

の
社
会
的
状
況
を
背
景
に
固

有
的
経
費
は
今
後
さ
ら
な
る

増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
す
べ

て
の
歯
科
保
険
医
療
機
関
で

事
業
に
要
す
る
借
入
金
の
返

済
や
医
療
機
器
等
の
更
新
に

充
て
る
資
金
は
捻
出
で
き
な

い
。

　

今
回
の
歯
科
分
調
査
対
象

数
が
１
１
１
２
件
に
対
し
て

医
療
法
人
を
含
む
有
効
回
答

率
は
56
・
２
％
の
６
２
５

継
続
し
て
い
る
。
階
級
別
施

設
数
分
布
で
は
１
０
０
０
万

円
未
満
の
平
均
値
を
下
回
る

施
設
数
の
割
合
が
４
８
１
院

所
中
２
５
０
院
所
51
・
９
％

と
、
半
数
を
超
え
る
状
況
に

あ
る
。

　

医
業
収
益
全
体
は
横
ば
い

７
５
・
１
万
円
、
保
険
診
療

収
益
は
２
０
１
７
年
に
比
べ

て
０
・
４
％
減
少
し
た
。
ま

た
、
損
益
差
額
で
は
２
０
１

７
年
の
８
９
７
・
９
万
円
よ

り
２
・
54
㌽
の
マ
イ
ナ
ス
と

件
、
青
色
申
告
を
含
む
個
人

立
歯
科
診
療
所
の
回
答
数
は

４
８
１
件
で
、
前
回
調
査
と

比
べ
て
も
１
㌽
回
答
率
が
低

下
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
経

営
的
に
厳
し
い
施
設
が
調
査

に
協
力
で
き
る
状
況
に
あ
る

の
か
。
実
態
は
も
っ
と
深
刻

だ
が
、
給
与
や
技
工
料
等
の

委
託
費
な
ど
固
有
経
費
は
増

や
さ
ざ
る
を
得
ず
、
材
料
費

を
節
約
す
る
こ
と
で
院
長
所

得
を
確
保
し
て
い
る
状
況
が

見
て
取
れ
る
。
生
活
費
の
確

保
が
精
一
杯
で
、
小
規
模
個

人
経
営
の
歯
科
医
院
で
は
、

な
っ
て
い
る
。
一
方
、
個
人

立
全
体
の
平
均
損
益
差
額
が

２
０
１
８
年
は
１
２
０
１
・

８
万
円
で
、
最
頻
階
級
と
は

約
３
２
１
万
円
の
差
が
あ

る
。
一
部
の
施
設
が
平
均
を

押
し
上
げ
て
い
る
も
の
で
、

近
年
の
「
二
極
化
」
傾
向
が

　

厚
労
省
が
医
療
経
済
実
態

調
査
結
果
を
公
表
し
た
こ
と

を
受
け
、
冨
本
昌
之
経
税
部

長
は
５
日
、
談
話
を
発
表
し

た
。
全
文
は
次
の
通
り
。

◇

　

来
年
の
診
療
報
酬
改
定
の

判
断
材
料
と
な
る
医
療
経
済

実
態
調
査
結
果
が
11
月
13
日

の
中
医
協
で
公
表
さ
れ
た
。

　

個
人
立
診
療
所
「
最
頻
損

益
差
額
階
級
」
66
施
設
の
２

０
１
８
年
分
損
益
差
額
は
８

理
事
長
・
小
澤
力

経
過
措
置
終
了
前
に
受
講
を

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

２
月
に
施
設
基
準
研
修
会

診
療
報
酬
の
抜
本
的
引
き
上
げ
が
急
務

　

冨
本
昌
之
経
税
部
長
が
談
話「

最
頻
」
層
の
損
益
差
額
減
少

崩
壊
の
子
ど
も
が
減
少
す
る

よ
う
に
共
に
取
り
組
み
を
進

め
ま
し
ょ
う
」
と
応
じ
た
。

 

（
３
面
に
要
請
議
員
一
覧
）

　協会の年末年始の業務と本紙
の発行は次の通りです。
【休務】12/28～１/５
【新聞】12/25付は休刊し、１/
５付を新年特集号として発行。
１/15付は休刊

年末年始のお知らせ

2019（令和１）年実施　中医協「第22回医療経済実態調査（医療機関等調査）報告」
歯科診療所（個人・青色申告者を含む）

個人立「最頻損益差額階級」 個人立全体
2017年 2018年 金額の

伸び率
2017年 2018年 金額の

伸び率金　額 金　額 金　額 金　額
千円 千円 ％ 千円 千円 ％

Ⅰ　医業収益 36,278 36,407 0.4 41,963 42,195 0.6
内保険診療収益 32,545 32,422 ▲0.4 36,890 36,948 0.2
Ⅱ　介護収益 25 89 33 44
医業・介護収益合計 36,303 36,496 0.6 41,996 42,239 0.6

Ⅲ　医業・介護費用 27,323 27,746 1.5 30,228 30,221 0.0
１．給与費 10,255 10,477 2.2 12,322 12,253 ▲0.6
２．医薬品費 587 605 3.1 541 540 ▲0.2
３．歯科材料費 2,738 2,693 ▲1.6 3,074 3,121 1.5
４．委託費 3,000 3,101 3.4 3,703 3,692 ▲0.3
５．減価償却費 2,458 2,579 4.9 2,383 2,372 ▲0.5
６．その他の医業費用 8,286 8,290 0.0 8,205 8,243 0.5

Ⅳ　損益差額（Ⅰ＋Ⅱ－Ⅲ） 8,979 8,751 ― 11,768 12,018 ―
施設数 66 481

注）「青色申告者を含む調査の結果」から個人の歯科診療所データを抜粋抽出した。

中医協で課題と論点を提示
　厚労省は11月13日の中医協
で、診療報酬改定の課題と論点
を提示した。院内感染防止対策
や継続管理への対応を論点に挙
げた。

コーティング処置12月から
　12月から保険導入された生
PZ時のコーティング処置・１
歯１回に限り30点の記載要領と
疑義解釈が発出された。

よ
り
質
の
高
い
歯

科
医
療
を
提
供

し
、
歯
科
衛
生
士

を
は
じ
め
と
す
る

ス
タ
ッ
フ
雇
用
と

待
遇
確
保
、
適
正
な
委
託
技

工
料
金
の
支
払
い
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
基
本
診
療
料

と
基
礎
的
技
術
料
中
心
と
す

る
診
療
報
酬
の
抜
本
的
引
き

上
げ
で
保
険
診
療
収
益
を
確

保
し
、
収
支
改
善
を
図
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。


